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憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業をrすめよう！

今ほど日米安保の点検が必要なときはない
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ア
メ
リ
カ
西
海
岸
最
大
の
海
軍
基
地
の
町
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
が
原
子
力
空
母
の
母
港
問
題
で
揺
れ
て
い
る
。

三
月
下
旬
、
海
軍
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
湾
に
浮
か
ぶ

ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
海
軍
飛
行
場
を
、
向
こ
う
五
年

間
に
二
億
二
五
0

0
万
ド
ル
を
投
じ
て
、
原
子
力
空

母
を
四
隻
ま
で
同
時
に
収
容
（
三
隻
は
母
港
、
一
隻

は
一
時
寄
港
用
と
し
て
）
で
き
る
よ
う
に
改
修
・
増

築
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
計

画
に
は
原
子
力
空
母
に
必
要
な
水
深
を
確
保
す
る
た

め
の
浚
渫
工
事
、
電
力
供
給
施
設
、
支
援
補
給
施
設

や
乗
組
員
用
住
宅
の
建
設
が
盛
込
ま
れ
て
い
る
。

世
界
で
も
指
折
り
の
天
然
の
良
港
と
言
わ
れ
る
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
湾
の
「
主
役
」
は
残
念
な
が
ら
海
軍
で

あ
る
。
サ
ン
デ
イ
エ
ゴ
に
は
現
在
通
常
型
空
母
キ
テ

ィ
ホ
ー
ク
、
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
原
子
カ
ミ
サ

イ
ル
巡
洋
艦
ト
ラ
ク
ス
ト
ン
な
ど
海
軍
全
体
の
約
二

九
％
の
艦
船
が
母
港
を
置
い
て
い
る
。
海
軍
施
設
は

ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
の
東
西
の
湾
口
を
始
め
要
所
に

展
開
、
そ
の
隙
間
を
縫
う
よ
う
に
貨
物
船
や
漁
船
や

観
光
船
が
往
来
し
て
い
る
。
西
側
の
湾
口
に
あ
る
バ

ラ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
ニ
―
隻
も
の
通
常
型
•
原

子
力
潜
水
艦
を
収
容
で
き
る
（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
。

今
回
の
計
画
は
海
軍
の
縮
小
・
再
編
成
に
と
も
な

う
基
地
閉
鎖
計
画
と
海
軍
の
母
港
を
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

と
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
（
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）
に
集
約
す
る

計
画
の
い
っ
か
ん
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
ヘ
の
母
港
化
第
一
号
と
目
さ
れ
る
原
子
力
空

今ほど
日米安保の

要な

点検が

ときはな し‘
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原子力空母母港に環境評価

しよう

「
日
米
安
保
条
約
」
そ
の
も
の
が
市
民
の
関
心
と

な
る
チ
ャ
ン
ス
は
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
今
は
そ
の
千
載
一
遇
の
と
き
で
あ
る
。

い
ま
ほ
ど
在
日
米
軍
の
役
割
が
疑
問
視
さ
れ
て
い

る
時
期
は
な
く
、
多
く
の
市
民
も
そ
の
こ
と
を
感
じ

て
い
る
。
冷
戦
時
代
、
私
た
ち
は
「
核
兵
器
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
多
く
の
市
民
の
問
題
意
識
と
安

保
問
題
と
の
接
点
を
探
っ
て
い
た
。
今
も
こ
の
接
点

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
現
在
は
は
る
か
に
直
接

的
に
「
安
保
条
約
」
が
問
題
と
な
る
。

村
山
首
相
が
、
国
会
答
弁
で
「
日
米
安
保
条
約
は

日
本
の
防
衛
に
と
っ
て
必
要
だ
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「

安
保
堅
持
」
を
打
ち
出
し
た
が
、
政
権
維
持
の
た
め

の
こ
の
言
動
に
私
た
ち
が
、
右
顧
左
べ
ん
す
る
の
は

つ
ま
ら
な
い
。

「
日
米
安
保
体
制
」
は
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た

存
在
で
あ
る
。
歴
史
は
こ
の
条
約
を
無
意
味
な
も
の

に
し
て
お
り
、
こ
の
条
約
に
し
が
み
つ
い
て
き
た
勢

力
は
、
条
約
の
な
し
崩
し
的
な
変
質
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
い
ま
私
た
ち
に
も
っ
と
も
必
要
な
の
は
「
安

保
の
徹
底
的
点
検
」
で
あ
る
。
点
検
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
私
た
ち
は
一
日
も
早
く
こ
の
条
約
を
卒
業
し
て
、

新
し
い
地
域
的
な
安
全
保
障
の
仕
組
み
に
進
む
べ
き

時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
に
違
い
な
い
。

か
ね
て
か
ら
「
安
保
反
対
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
声
高
に
繰
り
返
す
だ
け
の
反
基
地
運
動
を
批
判
し

て
き
た
。
す
べ
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
安

田巻一彦●編集部

保
反
対
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
強
調
す
る
運
動
が
、
具
体

的
な
「
安
保
の
現
実
」
を
変
え
る
こ
と
に
、
ほ
と
ん

ど
知
恵
を
絞
ら
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の

批
判
は
、
い
ま
も
新
し
い
情
勢
の
中
で
当
た
っ
て
い

る
と
思
う
。

米
国
内
の
基
地
閉
鎖
再
編
の
動
向
は
、
大
方
の
日

本
人
の
認
識
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
。
冷
戦
後
の

米
軍
の
変
化
は
激
し
い
。
太
平
洋
地
域
は
例
外
だ
と

言
わ
れ
る
が
、
例
外
な
の
は
日
本
で
あ
っ
て
、
米
国

の
太
平
洋
岸
の
拠
点
基
地
は
大
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
本
の
三
沢
、
嘉
手
納
に
展
開
し
て
い

る
米
国
の
p
3
c
対
潜
哨
戒
部
隊
を
送
り
だ
し
て
い

た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
モ
フ
ェ
ッ
ト
海
軍
航
空
基
地

は
9
1
年
度
の
閉
鎖
対
象
と
な
り
、
残
存
部
隊
は
ハ
ワ

イ
の
バ
ー
バ
ー
ス
•
ポ
イ
ン
ト
ヘ
移
駐
と
決
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
9
3
年
度
計
画
で
は
、
そ
こ
も
閉
鎖
が
決
定

さ
れ
、
結
局
、
ハ
ワ
イ
の
カ
ネ
オ
ヘ
湾
海
兵
隊
航
空

基
地
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
日
本
で
も
馴
染
み
の
深
い
原
子
力
空
母
ヵ

ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
や
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
母
港
で
あ

っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
ア
ラ
メ
ダ
海
軍
基
地

は
、
9
3
年
度
の
計
画
で
閉
鎖
が
決
定
さ
れ
た
。
も
う

―
つ
の
主
要
海
軍
基
地
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
は
、
9
1
年
度

に
す
で
に
閉
鎖
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
変
化
が
な
い
の
は
、
日
本
の
市
民
が
「
思

い
や
り
予
算
」
を
払
い
統
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
和
運
動
に
取
り
組
む
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の

N
G
O
が
、
冷
戦
後
の
地
域
安
全

保
障
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
た
最
初
の
試
み
で
あ
っ

た
。
今
後
続
い
て
行
く
で
あ
ろ
う
長
い
対
話
の
道
の

り
の
始
ま
り
で
あ
る
。

一
口
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
い
っ
て
も
、
そ
こ

に
は
多
様
な
民
族
、
文
化
、
宗
教
、
歴
史
、
政
治
体

制
、
社
会
環
境
、
国
境
環
境
を
も
っ
た
国
々
が
あ
り
、

N
G
o
も
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
環
境
の
中
に
置
か
れ
て

言
謡
い

本
誌
の
前
号
(
2
1
/
2
2
合
併
号
）
に
バ
ン
コ
ク
・

ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障

へ
の
民
衆
の
提
言
」

(

7

月
2
2
日
し
2
4
日
）
に
関
す

る
経
過
報
告
と
採
択
さ
れ
た
声
明
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
小
文
で
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
何
で
あ
っ

た
の
か
、
そ
の
意
義
を
論
じ
た
い
。

+

、

ヽ

＼

、

）

コ

ク

J
 

＇ 

梅
林
宏
道
（
P
C
D
S国
際

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

）

母
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
現
在
の
母
港
で
あ

る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
近
郊
の
ア
ラ
メ
ダ
海
軍
基
地

は
一
九
九
六
年
に
は
閉
鎖
の
予
定
だ
。

こ
の
よ
う
な
、
基
地
の
整
理
・
統
合
の
中
で
、
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
海
軍
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す

る
地
域
の
有
力
者
の
中
に
は
、
原
子
力
空
母
を
歓
迎

す
る
向
き
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
母
港
化
の
リ
ス
ク

は
余
り
に
も
大
き
い
。
市
民
グ
ル
ー
プ
は
反
対
運
動

に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
る
た
め
に
は
、
海
軍

も
認
め
て
い
る
よ
う
に
「
環
境
評
価
」
の
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
横
須
賀
の
「

N
E
P

A
の
会
」
の
活
動
で
日
本
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
「
国
家
環
境
政
策
法

(
N
E
P
A
)
一
に
よ
っ

て
、
海
軍
は
ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
改
修
・
建
設

計
画
に
関
す
る
詳
細
な
環
境
影
響
評
価
書

(
E
I
S
)

を
作
成
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

E
I

S
は
公
開
さ
れ
公
開
の
議
論
に
付
さ
れ
る
。
こ
の
議

論
の
推
移
に
よ
っ
て
は
計
画
そ
の
も
の
が
中
止
に
お

い
こ
ま
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

海
軍
は
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
は
過
去
三

0
年
以
上

に
わ
た
っ
て
原
子
力
艦
が
活
動
し
て
き
た
、
と
し
て

E
I
S
の
内
容
を
浚
渫
に
よ
る
水
質
や
動
植
物
へ
の

影
響
に
き
り
縮
め
、
一
年
程
度
で
手
続
き
を
完
了
し
、

着
工
へ
と
運
ぶ
目
論
見
で
あ
る
。
一
方
、
市
長
は
乗

組
員
の
増
加
に
よ
る
交
通
量
の
増
大
へ
の
関
心
を
表

す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

市
民
団
体
「
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー
」

の
キ
ャ
ロ
ル
・
ジ
ャ
ン
コ
ウ
は
基
地
司
令
へ
の
手
紙

で
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
民
の
健
康
と
安
全
へ
の
憂
慮

を
表
明
し
た
。

彼
女
は
地
元
紙
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
の
中
で
、
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
湾
で
は
過
去
に
少
な
く
と
も
＝
一
度
の
放
射

性
冷
却
水
の
涌
洩
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
た
。
ま
た
、
巡
洋
艦
ト
ラ
ク
ス
ト
ン
、
潜
水
艦
ガ

ー
ナ
ー
ド
、
巡
洋
艦
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
な
ど
数
隻
が
今

年
に
入
っ
て
か
ら
、
五
つ
の
港
で
述
べ
四
四
日
に
わ

た
っ
て
数
百
ガ
ロ
ン
の
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
水
を
バ

ル
プ
の
誤
動
作
に
よ
っ
て
涌
ら
し
た
こ
と
、
さ
ら
に

は
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
母
港
と
す
る
原
潜
ギ
タ
ー
ロ

が
グ
ア
ム
で
二
三
五
ガ
ロ
ン
の
冷
却
水
を
投
機
し
た

が
、
こ
の
事
件
は
半
年
も
の
間
公
表
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。

ジ
ャ
ー
ン
コ
ウ
は
「
原
子
力
艦
は
常
に
極
め
て
深

刻
な
事
故
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
安
全
性
の

問
題
を
地
域
の
人
々
に
提
起
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

痛
感
し
て
い
る
。
安
全
対
策
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ

が
妥
当
な
も
の
か
を
知
り
た
い
]
と
語
っ
て
い
る
。

「
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
平
和
セ
ン
タ
ー
」
け
す
べ
て
の

集
会
や
公
聴
会
に
代
表
を
派
遣
し
て
、
こ
の
問
題
を

住
民
に
提
起
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

最
新
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
海
軍
に
よ
る
E
I
S
の

原
案
は
十
一
月
上
旬
に
公
表
さ
れ
、
四
五
日
間
の
意

見
受
付
け
期
間
を
経
て
完
成
さ
れ
る
。

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
原
子
力
空
母
問
題
の
今
後
は
、

太
平
洋
を
越
え
て
横
須
賀
の
将
来
に
直
結
し
て
い
る
。

今
母
港
に
し
て
い
る
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
退
役
予

定
は
九
七
年
。
米
海
軍
の
将
来
計
画
で
は
、
そ
の
時

点
で
の
空
母
は
通
常
型
三
隻
に
対
し
て
原
子
力
九
隻
゜

二
0
1
0
年
に
は
す
べ
て
が
原
子
力
空
母
に
な
る
。

二
―
世
紀
に
な
っ
て
も
ま
だ
、
空
母
の
母
港
が
あ
る

な
ど
と
想
像
し
た
く
も
な
い
が
、
空
母
の
母
港
そ
の

も
の
を
返
上
す
る
た
め
に
も
、
今
か
ら
「
原
子
力
空

母
は
絶
対
に
お
断
り
」
の
声
を
市
民
の
合
意
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
反
母
港
運
動
に
は
是
非
勝
っ
て

も
ら
い
た
い
。
危
険
な
戦
争
の
機
械
の
増
殖
に
待
っ

た
か
け
る
た
め
に
。
そ
し
て
平
和
の
た
め
の
心
と
論

理
と
戦
術
と
教
訓
を
市
民
か
ら
市
民
へ
と
引
継
い
で

行

き

た

い

。

◆

◆

ピ
ー
ス
セ
、
、
、
ナ
ー

0
咸
且
|
_

い
る
。
し
か
も
、
冷
戦
後
の
国
際
情
勢
は
手
探
り
し

な
が
ら
も
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
新
し
い
時
代
の

姿
が
ま
だ
見
え
な
い
中
で
こ
の
模
索
は
始
ま
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
相
手
の
考
え

を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
を
深
め
る
こ
と
が
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
最
大
の
意
義
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
主
催
者
の
側
に
あ
っ
た
私
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
で
の
収
穫
は
大

き
か
っ
た
。

バ
ン
コ
ク
・
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
考
え

よ
う
と
し
た
テ
ー
マ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
に
あ
っ
た
が
、

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
共
通
の
関
心
事
は
次
の
三
つ

の
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
三
つ
と
は
、

①
安
全
保
障
概
念
の
転
換

②
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
不
安
定
要
因
の
分
析

③
A
S
E
A
N
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
R
F
)
の

評
価
と
地
域
安
全
保
障
機
構
の
構
想

で
あ
る
。

紙
面
の
都
合
で
、
こ
こ
で
は
①
と
③
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

案

饂

概

念

の

渠

的

転

攀

セ
ミ
ナ
ー
で
最
大
の
関
心
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
の

は
、
安
全
保
障
と
い
う
概
念
の
根
本
的
転
換
の
必
要

性
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

冷
戦
時
代
、
平
和
運
動
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が

生
み
出
し
た
核
抑
止
論
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
軍
備
競

争
を
批
判
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
ま
た
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
合
理
化
の
理
由
と
し
て
、
超
大
国

が
小
国
の
政
治
に
介
入
す
る
こ
と
を
強
く
非
難
し
た
っ

戦
争
の
も
っ
と
も
直
接
的
な
原
因
が
そ
こ
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
冷
戦
後
、
東
西
対
立
の
背

後
に
隠
さ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
表
面
化
し
、

新
し
い
戦
争
や
紛
争
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
起
こ
っ
て
い
る
。
＿
）

軍

事

優

岱

安

全

倅

障

か

ら

人

閂

的

迄

置

冨

障

ヘ

1988年6月18日第二種郵便物認可（通巻103号） No.241994.9.20 キャッチビース
月刊キャッチピース

争
点
は
環
境
問
題

原
子
力
艦
は
あ
ぶ
な
い
！

ど
の
町
に
も
原
子
力
空
母
は
い
ら
な
い
ー
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N
G
o
の
参
加
が
不
可
欠
の
要
素

「
わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
考
え
や
武
器
で
人
間
の
安
全

平
和
運
動
は
、
冷
戦
後
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
、
よ

り
根
源
的
な
問
い
を
発
す
る
こ
と
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
バ
ン
コ
ク
•
セ
‘
‘
、
ナ
ー
を
呼
び
か
け
た
最

大
の
理
由
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。

基
調
報
告
者
の
パ
テ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ス
（
カ
ナ
ダ
）

も
ウ
ォ
ル
デ
ン
•
ベ
ロ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
も
、
こ
の

問
題
に
触
れ
た
。
声
明
の
起
草
や
討
論
の
と
き
に
も
、

多
く
の
参
加
者
が
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
。
ウ
ィ
リ

ス
が
報
告
の
中
で
引
用
し
た
次
の
一
節
を
こ
こ
で
も

引
用
し
よ
う
。

「
安
全
保
障
と
は
、
も
は
や
単
に
領
土
の
安
全
保
障

で
は
な
く
、
民
衆
の
安
全
保
障
の
こ
と
で
あ
る
。
単

に
武
力
を
通
じ
て
の
安
全
保
障
で
は
な
く
、
仕
事
、

ま
ず
ま
ず
の
生
活
水
準
、
そ
し
て
持
続
的
な
環
境
保

全
な
ど
を
通
じ
て
の
安
全
保
障
で
あ
る
。
単
に
予
測

不
可
能
な
核
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
対
す
る
防
護
を
意

味
す
る
の
で
は
な
く
、
麻
薬
、
エ
イ
ズ
、
不
法
移
民
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
、
貧
困
が
も
た
ら
す
国
境
を
越
え

る
諸
問
題
に
対
す
る
思
慮
深
い
対
応
策
を
意
味
し
て

い
る
。
」
（
一
九
九
四
年
、
マ
プ
プ
・
ウ
ル
・
ハ
ク
）

実
際
に
は
、
マ
プ
プ
・
ウ
ル
・
ハ
ク
の
文
章
は
、

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。
論
旨
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
す
る
の
で
そ
の
部
分
も
引
用
し
た
い
。

る
国
か
ら
莫
大
な
利
益
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

ベ
ロ
が
「
本
当
の
安
全
保
障
の
も
っ
と
も
し
っ
か

り
し
た
基
礎
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
急
速
な
軍
縮
と

非
核
化
で
あ
る
」
と
明
言
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
武

器
を
減
ら
し
緊
張
を
緩
和
す
る
と
い
う
以
上
に
、
安

全
保
障
の
概
念
の
こ
の
よ
う
な
転
換
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

セ
ミ
ナ
ー
が
こ
の
時
期
に
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
た

の
は
、

A
R
F
に
対
置
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
歴
史
上
初
め
て
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

安
保
会
議
で
あ
る

A
R
F
を
ど
う
評
価
し
、
民
衆
運

動
が
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
、
と
い
う

問
い
は
、
当
然
に
も
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
共
通
の
関

心
で
あ
っ
た
。
参
考
の
た
め
に

A
R
F
の
構
成
を
図

に
示
し
て
お
く
。

ア
メ
リ
カ
や
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ
た

「
先
進
」
国
で
は
な
く
、

A
S
E
A
N
が
地
域
安
保

の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
持
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
冷
戦
後

の
新
味
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
特
定
の
紛
争
の
な
い

状
況
下
で
安
全
保
障
機
構
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
、

そ
れ
自
身
で
「
予
防
外
交
」
の
意
味
が
あ
っ
た
（
ダ

リ
ッ
ト
•
シ
ン
）
。
し
か
し
、
ビ
ル
マ
や
東
チ
モ
ー

ル
問
題
の
よ
う
な
焦
眉
の
問
題
を
避
け
、
朝
鮮
民
主

意
見
や
全
面
否
定
す
べ
き
と
す
る
意
見
は
出
な
か
っ

主
義
人
民
共
和
国
の
参
加
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
す

で
に
そ
の
明
ら
か
な
限
界
も
示
し
て
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

A
R
F
を
ナ
ン
セ
ン
ス
と
す
る
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ールで開かれたASEAN外

相会議の晩餐会で発足した

保
障
に
対
す
る
新
し
い
脅
威
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
せ
ん
じ
詰
め
れ
ば
、
人
間
の
安
全
保
障
と

は
子
供
が
死
な
な
い
こ
と
で
あ
り
、
病
気
が
蔓
延
し

な
い
こ
と
で
あ
り
、
女
性
が
レ
イ
プ
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
り
、
民
族
紛
争
が
暴
力
化
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、

貧
し
い
も
の
が
飢
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
反
体
制
者

の
言
論
が
封
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
人
間
の
精

神
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
安

全
保
障
と
は
武
器
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
人

間
の
尊
厳
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
」

人
間
の
根
源
的
な
必
要
性
を
満
た
す
こ
と
が
、
安

全
保
障
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
意
味
で
あ
る
、
と
い

う
主
張
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
安

全
保
障
政
策
の
中
で
経
済
援
肋
が
重
視
さ
れ
る
こ
と

の
、
本
来
的
な
趣
旨
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
今
回
の

A
R
F
の
議
長

声
明
に
お
い
て
も
、
「
経
済
的
、
社
会
的
側
面
を
含

む
包
括
的
な
安
全
保
障
の
概
念
の
研
究
」
が
課
題
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
だ
言

葉
の
上
の
認
識
に
終
わ
っ
て
い
る
。

ウ
ォ
ル
デ
ン
•
ベ
ロ
は
、
そ
の
現
実
を
強
く
非
難

し
た
。
彼
は
、

A
S
E
A
N
の
二
つ
の
事
実
が
地
域

安
全
保
障
を
脅
か
し
て
い
る
と
、
草
稿
に
は
な
い
強

い
言
葉
で
報
告
を
始
め
た
。
「
民
主
主
義
の
碁
礎
は

民
主
的
権
利
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ビ
ル

マ
で
は
破
ら
れ
て
い
る
。
平
和
の
基
礎
は
国
境
を
侵

さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
東
チ
モ
ー
ル
で
は
破

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
が
最
も
明
ら
か
に
こ
の
地

域
の
安
全
保
障
を
不
安
定
に
し
て
い
る
。
」
こ
の
現

実
を
変
え
る
根
本
は
、
地
域
の
民
主
主
義
の
力
を
強

め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
彼
が
結
論
と
し
て

強
調
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
あ
な
た
の
国
で
民
主

主
義
を
強
め
よ
う
。
」
と
い
う
言
葉
は
印
象
的
で
あ

っ
た
。

醤
暉
こ
そ
安
全
紐
暉

安
全
保
障
の
概
念
を
こ
の
よ
う
に
転
換
す
る
と
き
、

平
和
運
動
は
ど
の
よ
う
な
指
針
を
持
つ
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

私
が
ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
安
全
保
障
に
お
い

て
、
軍
事
力
を
無
力
化
す
る
、
あ
る
い
は
、
よ
り
段

階
的
に
表
現
す
れ
ば
、
軍
事
力
の
意
味
が
ま
す
ま
す

小
さ
く
な
る
、
と
い
う
確
信
で
あ
る
。

経
済
成
長
を
続
け
る

A
S
E
A
N
諸
国
で
現
に
起

こ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
安
全
保
障
の
た
め
に
武
器
を

増
や
し
、
高
性
能
化
す
る
こ
と
は
、
「
人
間
の
安
全

保
障
」
に
逆
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
発
展
途
上
国
で
ス

は
、
民
衆
の
教
育
や
健
康
の
た
め
に
投
資
す
る
金
額
巳

の
二
し
三
倍
の
金
額
を
武
器
の
購
入
の
た
め
に
使
っ
げキ

て
い
る
。
医
者
の
数
の
八
倍
の
兵
隊
を
養
っ
て
い
る
。

r月

こ
の
事
実
を
逆
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
刊

筆
頭
と
す
る
武
器
輸
出
国
が
、
飢
え
た
人
々
が
溢
れ

た
。
具
体
的
な
進
展
を
見
定
め
る
こ
と
な
く
断
定
的

な
評
価
を
下
す
態
度
を
、
多
く
の
参
加
者
が
好
ま
な

か
っ
た
と
思
う
。
声
明
で
は
「
一
歩
前
進
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
時
代
の
要
求
に

。

応
え
て
い
な
い
、
極
め
て
限
界
の
あ
る
、
用
心
深
い

2
 

動
き
で
あ
る
。
」
と
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

94
 

A
R
F
が
、
地
域
全
体
の
安
全
保
障
の
た
め
に
役
割

99

を
果
た
す
た
め
に
は
、
「

0
0を
す
べ
き
で
あ
る
」

24

と
い
う
「
肯
定
的
否
定
」
（
ウ
ォ
ル
デ
ン
・
ベ
ロ
）

No

の
表
現
で
注
文
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
詳
号巷

し
く
は
、
前
号
に
掲
載
し
た
声
明
全
文
を
参
照
し
て

10

い

た

だ

き

た

い

。

通

ー
，

こ
れ
に
関
連
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
安
可認

全
保
障
に
つ
い
て

N
G
0
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
セ
物使

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
強
く
主
張
さ
れ
、
参
加
者
が
そ
れ
郵
°
種

を
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
確
認
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
―
ニ第

そ
の
役
割
は
今
回
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
政
府
日8
 

レ
ベ
ル
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
南
北
朝
鮮
両
方
の
代
即6
 

表
の
参
加
が
、
私
た
ち
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
実
現
し
、
平8
 

公
式
、
非
公
式
に
実
り
多
い
対
話
が
形
成
さ
れ
た
。

98
ー

A
R
F
で
は
無
視
さ
れ
た
太
平
洋
諸
島
の
意
見
が
、

フ
ィ
ジ
ー
の

P
C
R
C
（
太
平
洋
問
題
資
料
セ
ン
タ

ー
）
の
参
加
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
を
引
き
継
い
で
な
す
べ
き
課
題
・

は
大
き
い
。
今
後
の
方
針
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
1
0

月
初
め
に
英
文
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
る
の
で
、
そ

れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

7
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・セミナー
Seminar 

セミナーで閉会挨拶をするキャロリン・フランシスさん

後方米賓は右から桃原正賢名fl釈長と大城実キリ］卜が既ンター代表

パ
テ
ィ
・
ウ
ィ
11J

ス

「
在
沖
米
軍
基
地
を
縮
小
・
撤
去
す
る
た
め
に
何

が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
キ

ナ
ワ
・
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
九
四
が
米
国
と
カ
ナ
ダ

の
平
和
運
軌
家
を
招
い
て
、
七
月
三
十
日
に
米
軍
基

地
が
ひ
し
め
く
沖
縄
中
部
の
宜
野
湾
市
に
あ
る
沖
縄

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
議
は
日
本
語
と
英
語
の
会
議
資
料
や
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
報
告
・
質
疑
応
答
の
同
時
通
訳

に
よ
り
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
実
質
六
時

間
、
延
べ
十
名
の
報
告
と
多
数
の
質
疑
応
答
は
実
り

あ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
側
か
ら
県
基
地
行
政
の
責
任
者
で
あ
る
沖
縄

県
商
山
政
策
調
整
監
や
一
坪
反
戦
地
主
会
の
平
良
修

牧
師
他
が
参
加
、
神
奈
川
県
か
ら
平
和
運
動
家
梅
林

宏
道
さ
ん
が
参
加
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

米
国
か
ら
は
他
に
も
三
名
が
参
加
し
、
米
軍
基
地

問
題
に
対
す
る
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
視
点
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

キ
ャ
ロ
リ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

（
オ
キ
ナ
ワ
・
ボ
イ
ス
編
集
委
員
）

「
オ
キ
ナ
ウ
ー
ピ
ー
ス
・
セ
―
l
l

ナ
ー
」
営

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
た
な
広
が
り

コ
ウ

報
告
レ
ポ
ー
ト
一
覧

①
「
米
軍
基
地
撤
去
を
求
め
る
沖
縄
住
民
の
声
」

一
坪
反
戦
地
主
会
世
話
人
平
良
修

②
「
米
軍
新
戦
略
“
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
レ
ビ
ュ
ー
＂

と

在

沖

米

軍

基

地

」

梅

林

宏

道

③
「
世
界
的
デ
タ
ン
ト
の
潮
流
と
米
軍
基
地
の
閉
鎖

計
画
」
（
カ
ナ
ダ
）
パ
テ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ス

④
「
米
国
内
の
基
地
閉
鎖
と
平
和
転
用
」

（
米
国
）
キ
ャ
ロ
ル
・
ジ
ャ
ン
コ
ウ

⑤
「
在
沖
米
軍
基
地
の
現
状
と
問
題
点
」

沖
縄
県
政
策
調
整
監
高
山
朝
光

⑥
「
バ
ン
コ
ク
・
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
報
告
」

梅
林
宏
道

⑦
「
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ピ
ア
州
の
平
和
運

動
と
行
政
」
（
カ
ナ
ダ
）
パ
テ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ス

⑧
米
国
の
平
和
運
動
、
基
地
内
汚
染
問
題
」

（
米
国
）
キ
ャ
ロ
ル
・
ジ
ャ
ン
コ
ウ

⑨
「
沖
縄
市
の
平
和
行
政
」沖
縄
市
助
役

⑩
「
中
部
地
域
か
ら
の
報
告
」

中
部
地
区
労
議
長

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
多
く
の
質
疑
が

出
さ
れ
、
報
告
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

に
五
回
の
軍
事
箕
習
を
汀
っ
た
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

た
ば
。
八
（
〕
年
代
は
年
平
こ
四
は
、
窯
く
べ
き
こ
と
で
ぱ
な
い
。

十
五
互
行
わ
れ
だ
核
実
験
が
、
な
せ
な
ら
、
海
外
の
米
軍
用
芯

九
三
年
に
竺
回
た
。
乙
閉
鎖
と
網
小
の
九
―
―
％
が
ヨ

贔
国
の
中
で
米
国
が
、
軍

I

[

1

ノ
パ
こ
行
わ
れ
、
ア
シ
ア

口
界
の
兵
器
貿
易
竺
九
八
が
っ
た
と
報
告
ー
）
た
繋
希
れ
か
ら
外
れ
て
い
る
。
・
太
平
洋
記
城
で
は
、
わ
ず
か

七
年
が
四
百
五
十
意
店
で
ピ
ー
だ
が
、
国
際
閲
系
学
の
ア
ン
ク
リ
ン
ト
ン
政
濯
は
冷
戦
時
氏
五
％
し
か
閉
鎮
・
縮
小
さ
れ
て

ロ
、
ジ
ュ
，
1

・
マ
ノ
ク
教
授
は
の
支
土
を
維
持
す
る
か
の
よ
う
い
な
い
。

u

□
‘
`
を̀
義
〖
責

□

ぶ
：
、
こ
咸
少
ー
）
国
際
争
貨
基
衛
支
土
と
兵
詞
翰
入
]
／
筈
返
に
米
国
は
軍
網
を
始
め
て
い
る
（
カ
ナ
タ
・
国
際
平
和
運
翫

金
(
I
M
F
)
は
匹
界
の
総
生
増
加
’
)
て
い
る
一
と
完
齊
が
、
ア
シ
ア
・
太
平
洋
全
城
で
巧
ト
ワ
ー
ク
資
和
コ
ー
テ
ィ

翌
1
』
主
め
る
印
事
支
土
が
八
六
ヽ

A
T
O
乙
前
ワ
／
／
ャ
ワ
は
削
減
が
ま
だ
感
ー
）
ら
れ
な
ネ
ー
タ
ー
）

平
乃
ジ
九
二
年
の
間
に
一
言
下
条
約
機
溝
諸
国
は
、
り
）
三
年
中
い
。
沖
縄
で
註
留
米
軍
に
際
立

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
対
し
て
米
国
の
ジ
ー
ン
・
ラ
ロ

ッ
ク
国
防
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
、
ニ
ー
ル
・
ア
バ
ク

ロ
ン
ピ
ー
下
院
議
員
、
デ
ニ
ス
・
ア
ラ
カ
キ
ハ
ワ
イ

州
議
会
議
員
か
ら
も
激
励
と
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ラ
ロ
ッ
ク
氏
は
「
も
は
や
、
こ
れ
以

上
米
軍
を
沖
縄
に
残
し
て
お
く
根
拠
は
な
い
」
と
断

言
し
、
ア
バ
ク
ロ
ン
ビ
ー
下
院
議
員
は
「
一
九
九
五

年
度
国
防
法
案
に
、
米
国
の
安
全
保
障
に
お
け
る
沖

縄
の
必
要
性
を
再
点
検
す
る
と
い
う
条
項
を
盛
り
込

ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
、
三
氏
と
も
に
「
セ
ミ
ナ
ー

の
成
功
と
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
が
解
決
す
る
よ
う

願
っ
て
い
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
、
九
三
年
に
行
な
っ
た

沖
縄
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
・
ピ
ー
ス
・
ツ
ア
ー
で
生
ま

れ
た
沖
縄
と
米
国
の
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に

結
び
つ
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国

際
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
平
和
を
求
め
る
人

々
が
連
帯
す
れ
ば
、
沖
縄
か
ら
米
国
の
軍
事
基
地
を

撤
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
（
セ
ミ
ナ

ー
資
料
セ
ッ
ト
を
カ
ン
パ
込
み
千
円
で
頒
布
中
。

電
話
で

0
九
八
（
八
九
二
）
三
一

0
三
（
宜
野
湾
市

職
労
）
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。
）

※
「
沖
縄
か
ら
」
を
今
月
は
休
み
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
地
元
紙
『
琉
球
新
報
』
『
沖
縄
タ
イ

ム
ス
』
が
、
何
度
も
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
米
軍
基
地
問
題

の
解
決
が
難
渋
す
る
中
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は
米
国
と
カ
ナ
ダ
の

平
和
運
動
家
に
加
え
、
沖
縄
県
の
基
地
行
政
責
任
者
や
市
町

村
長
が
参
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。
『
琉
球
新
報
』
は
社
説
に

ま
で
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
を
取
り
上
げ
た
。

掲
載
の
パ
テ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ス
と
キ
ャ
ロ
ル
・
ジ
ャ
ン
コ
ウ

の
報
告
紹
介
記
事
は
、
八
月
三

0
日
の
『
琉
球
新
報
』
朝
刊
。

し屈奴訪来 鎖

三＝初総の ・ベ

；：：［い和打りが支乍 に八るの
運撃‘‘出平業 確項径有

繋婁畠」謬畠有巴目喜魯
重ばはで力配ま た室イ＝

胃歪麿醤畠五全効忌闊三讐
役米的地減た 時鎖ク坦
割国に閉をち なしこが卜城
ので深鎮求は 実醗ーに

皇虚言届忍塁 他か房信皇覧
撃がJ也 朗池われし生危が醗 済なるつ
演あ跡かを内わ 活険あ大米転跡地は

畠歪警告禁函禁不リ乞塁厚髯亨開畠雙こ、
でそで叩し九サ 逃物ン染は必はの

三＇這↑こ］；用麟万嗅百農臀斎：
望習阿讐 胃三を翌昌百多畠’`
のてたれ汚ゴ いわでの物あ平を
上の地た染の ゜せぱ堅質 る和受
に砲城堅場基 わの‘地の経的け

料 続り国るら少ぽつ八 多しす。芸ち多
セ采が‘で゜れならた百八くた がく
ン国絶貴あ米なくれて七八のが軍時谷の
タサ対任り国い‘た基十年不‘ぱ々間（主
Iン的あ続は数とも旭ーま発風向‘近宅
所テ＇にるし今のつの閉ので弾イヒ度不くが
畏ィ必平 1;後基てだ鎮軍‘がとも発ゞあ
ーエ要和うも地いけリ事米出と撤弓単、り
コだ運と唯が受でス施国るも去にん‘
平゜動し一存げは卜設内゜に作出で子
和 のての在入まにかに ま業くい供
資 継お強すれだ挙あは だをわるた

認
も
積
極
的
に
参
加
し
、

松
原
善

嘉
陽
栄
憲

ま
で
に
は
な
く
有
意
義
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

マ
否
＿
＿
＿
も
広
く
懇
逗

米
国
か
ら
も
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

，
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原子力艦
入港情報

(6 5) 

() 4q卜8月18日～9月1(J日

S級＝原f)J潜水艦スターション級
L級＝原f)J潜水艦ロサンゼルス級

●9月1日

●9月2日

♦ 9 月 5 日

◇ 9月9日

♦ 

0 9 : 5 0/京f}J巡洋艦カリフォルニア
（カリフォルニア級）横須賀に人港。◇＇

1 6 : 3 3原潜サンフランシスコ (L級）
佐世保に人港。

1 4 : 0 0原潜パファー (S級）横須賀

に入港。

09:59原潜パファー (s級）横須賀
を出港。

I 1 : 4 8原潜パファー (S級）横須賀

に入港。・

◇9月10日 1 0: 0 1原潜サンフランシスコ (L級）
佐世保を出港。

1 4 : 5 5原潜ヒューストン (L級）ホ
ワイトピーチに入港。

1 5 : 0 3原潜ヒューストン (L級）ホ
ワイトビーチを出港。

07: 50原子力巡洋艦カリフォルニア
（カリフォルニア級）横須賀を出港。

1 3: 5 8原潜パファー (S級）横須賀
を出港．

1 3 : 5 2原潜ジェファーソンシティ
(L級）横須賀に入港。

1 6 : 0 5原潜ヒューストン (L級）横
須賀に入港。

1 6: 4 0原潜ヒューストン (L級）横
須賀を出港。

●9月16日 1 4 : 1 4潜サンフランシスコ (L級）
横須賀に入港。

1 6 : 0 0 原潜ウィリアム• H・ベイツ
(s級）佐世保に入港．

08:00 原潜ウィリアム• H・ベイツ
(s級）佐世保を出港．

◇ 

同日

◆ 同日

同日

09月12日

◇ 同日

♦ 9 月 1 3日

♦ 同日

◇ 同日

♦ 9 月 1 7日

◇9月19日

●1994年1月1日から 9月19日の各地への原子
カ艦入港回数は
横須賀 25回（うち原潜 20回）
佐世保 1 3回（うち原潜 13回）
ホワイトビーチ 7回（うち原潜 7回）
（沖縄．勝連町）

合計 45回（うち原潜40回）

／品 ， 
年 姜に

， 

を 核 ’ 
核 自

神の 冷
無 ィ本 六ホ
し＼ じニ
世 ア Ill 界 ン
ヘ ケ
の I 
転 卜 ． ， 
換 ， 

点
に久
！保
運博
動夫
ツ

被
爆
五
十
年
を
核
を
な
く
す
契
機
と
す
る
た
め
に

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
が
果
た
せ
る
役
割
は
大
き
い

は
ず
だ
。
中
で
も
、
非
核
宣
言
自
治
体
の
姿
勢
と
動

向
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
「

N
P
T

の
無
期
限
延
長
に
反
対
！
」
し
、
国
内
的
に
は
「
被

爆
五
0
年
に
向
け
、
核
兵
器
禁
止
法
を
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
る
た
め
、
広
島
県
内
の
非
核
宣
言
自
治
体
に

要
請
し
て
歩
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
計
画
し
た
。

八
月
を
目
前
に
し
て
、
東
回
り
、
西
回
り
、

南
北

神
奈
川
で
は
、
昨
年
か
ら
今
年
始
め
に
か
け
て
四

回
の

N
P
T
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
後
、

N
P
T
の
無

期
限
延
長
に
反
対
し
、
非
核
法
の
実
現
を
は
か
る
事

な
ど
を
課
縣
と
し
て
「
95
年
を
核
‘
の
無
い
世
界
へ
の

転
換
点
に
！
運
動
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
行
動
の
一
っ
と
し
て
、
現
在
県
内
の
非
核
自

治
体
へ
の
ア
ン
ケ
1
卜
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問
の
中
身
は
①
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
核
兵
器

の
使
用
に
関
す
る
政
府
の
陳
述
書
、
②

N
P
T
、
③

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
④
被
爆
五
十
年
で
自
治
体
に
何
が

出
来
る
か
の
四
テ
ー
マ
十
四
項
目
で
す
。

N
P
T
や

湯
浅
一
郎

（
ビ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

翡
畠
岱
ャ
ラ
バ
ン

．．．．． 
鷹

鳥

：

＇

．．． 

，，，，，凡厚

ッ‘,/‘ッッツッツ'/‘,‘,‘,/‘'9ク
‘9‘,‘ツ’

に

向

か

て

自
治
体

つ

す
ぐ
に
取
り
消
さ
れ
た
と
は
い
え
「
核
兵
器

違
法
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ

か
ら
と
ど
こ
ま
で
も
推
進
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

府
の
「
核
」
に
対
す
る
認
識
は
は
な
は
だ
お
寒

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
全
国
に
数
多
存
在

の
重
要
性
は
増
す
ば
か
り
な
の
だ
が
．
．
．
o

コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

を
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

た
と
言
え
る
。

と
も
あ
れ
、

の
使
用
は
国
際
法
上

た
り
、
平
和
利
用
だ

ム
政
策
な
ど
日
本
政

、',',',','、ヽ
ヽ
‘
V
、v

い
限
り
。

す
る

「
非
核
自

そ
れ
ぞ
れ
二
泊
三

広
教
組
・
高
教
組
の
メ
ン
バ
ー
が
申

日
で
計
四
七
の
自
治
体
を
訪
問
し
た
。
七
月
二
五
日
、

台
風
七
号
が
接
近
し
て
風
、
雨
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る

朝
、
広
島
市
、
呉
市
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
。
各
地

の
市
民
運
動
、

し
入
れ
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
。
ま
ず
、
要
請
書
を
提

出
し
、
自
治
体
と
し
て
の
考
え
方
や
取
り
組
み
を
聞

く
。
直
前
に
出
し
て
お
い
た
「
核
兵
器
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
解
答
も
催
促
し
て
歩
い
た
。

自
治
体
は
、
総
じ
て
不
勉
強
で
、

N
P
T
の
中
身

い
く
つ
か
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
必
要
性
が
あ
っ

県
内
自
治
体
の
半
分
に

あ
た
る
自
治
体
を
直
接
訪
れ
、

手
作
り
の
パ
ン
フ
を

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
自
治
体
が
ど
こ
ま
で
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
、
ま
た
核
の
廃
絶
に
向
け
て
自
治

体
が
ど
う
す
る
の
か
を
、
具
体
的
な
質
問
で
問
い
か

け
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
に
は
一
県
、
一
九
市
、
一
七
町
、
一
村

の
三
八
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
三
三
自

治
体
が
非
核
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状

で
は
自
治
体
は
「
国
の
頭
越
し
に
何
も
出
来
な
い
」

と
の
認
識
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
沖
縄
に

次
い
で
多
い
一
九
の
米
軍
基
地
を
め
ぐ
っ
て
関
係
自

治
体
が
国
の
カ
ベ
を
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
体
験
に
影

響
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
私
達
の
行
動
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
対
し
て
は
自
治
体
も
自
立
し
て

自
ら
そ
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
と
の
提
言
で
も
あ

り
ま
す
。
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広

島

・

神

奈

川

か

ら

の

レ

ポ

ー

ト

の
非
核
政
策

治
体
」
一●

八
月
末
、
私
達
の
グ
ル
ー
プ
で
は
講
師
に
梅
林
さ

ん
を
お
招
き
し
「

N
P
T
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
高
校
生
を
含
め
初
め
て
の
参
加
者

が
十
人
も
い
た
り
、
資
料
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

電
話
が
五
本
も
入
り
ま
し
た
。
核
に
つ
い
て
知
識
と

し
て
頭
に
入
れ
て
お
こ
う
と
す
る
人
が
、
男
女
を
問

わ
ず
多
い
事
に
鷲
き
ま
し
た
。
知
っ
て
い
れ
ば
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
の
材
料
と
し
て
も
役
に
立

ち
ま
す
し
、
そ
の
中
か
ら
「
非
核
法
」
の
制
定
が
や

は
り
必
要
と
思
う
人
も
出
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
横
浜
／
ご
ま
め
通
信
社
／
新
堂
泰
江
）

●
韓
国
で
は
「
ジ
ュ
サ
パ
狩
り
」
の
嵐
が
吹
い
て
い

ま
す
。
ジ
ュ
サ
パ

11
主
思
派
（
故
金
日
成
首
席
の
主

体
思
想
を
信
条
と
す
る
人
た
ち
）
。
故
金
首
席
に
哀

悼
の
意
を
表
そ
う
と
し
た
学
生
た
ち
を
は
じ
め
、
今

で
は
あ
れ
も
こ
れ
も
が
ジ
ュ
サ
パ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
局
は
「
ジ
ュ
サ
パ
は
す
べ
て
根
こ
そ
ぎ
に
す
る
」

と
広
言
し
、
労
働
団
体
、
学
生
団
体
、
統
一
民
主
勢

カ
ヘ
の
一
斉
検
挙
を
始
め
て
い
る
。
あ
ま
り
の
ひ
ど

さ
に
韓
国
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
、
学
術
団
体
に
よ
る

「
憂
慮
す
る
声
明
」
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
「
民
主

主
義
が
『
文
民
政
府
』
の
手
で
軍
事
独
裁
時
代
に
引

き
下
ろ
さ
れ
た
」
（
「
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
」
）
。

（
韓
国
／
k

．
M
)
1
1

(
―
ニ
ペ
ー
ジ
上
段
へ
）

誓
念

配
っ
て
歩
い
た
こ
と
は
、
ボ
デ
ィ
プ
ロ
ー
と
し
て
ジ

ワ
ジ
ワ
と
効
い
て
く
る
と
は
ず
だ
と
確
信
す
る
。

ど
の
町
で
も
必
ず
被
爆
者
が
お
り
、
自
治
体
と
し

て
補
助
金
を
出
し
、
八
・
六
前
後
に
は
毎
年
慰
霊
祭

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。
私
た
ち

の
要
請
に
つ
い
て
「
よ
く
わ
か
る
部
分
も
あ
る
。
議

会
と
も
協
議
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
す
る
自

治
体
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
広
島
市
が

「
非
核
法

「
N
P
T
の
無
条
件
延
長
に
反
対
]
し
‘

の
必
要
性
」
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
私
た
ち
は
、
広
島
市
が
動
け

ば
、
県
内
の
自
治
体
は
横
な
ら
び
を
意
識
し
て
、
広

島
市
と
行
動
を
と
も
に
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
感
触
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

熊野町長（広島県安芸郡）への申し人れ（94.7. 27) 
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（
―
-
ペ
ー
ジ
か
ら
）

●
「
非
核
法
」
の
賛
同
人
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
私
の
居

る
所
で
平
和
の
た
め
働
い
て
い
ま
す
。

(

T

.

M

)

●
「
沖
縄
か
ら
」
は
貴
重
な
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
こ
ち

ら
の
新
聞
に
は
殆
ど
沖
縄
の
こ
と
は
報
道
さ
れ
な
い

の
で
。
（
横
浜
／

Y
•
H
)

ヽ
rヽ
／
‘
／
‘
^
‘
ノ
‘
A
"

…

｀
：
 

●
こ
こ
の
と
こ
ろ
作
業
の
負
担
が
（
や
）
さ
ん
に
集

中
し
た
。
す
ま
ぬ
。
：
•
そ
れ
に
し
て
も
、
き
ち
ん
と

． 
塁
烹
―
0

く訴え＞「今こそ非核法を！」

あなたも呼びかけ人

賛同人に加わって
下さい。

同封の読者カードを使ってご返事下さい。

＊前号に同封しました＜訴え＞「今こそ非核法

を！」には多くの方から返事をいただきまし
た。有難うございます。

＊もっともっと数を増やして、声を大きくした

いのです。

＊読者カードに、 「呼びかけ人になります」 「

賛同人になります」と書いてお送り下さい。

＊今後の運動資金として呼びかけ人には5000

円、賛同人には2000円のカンパをお願いして

います。これにもご協力下さい。同封の振替

用紙をご利用の方は、このことを明記して下

さい。

＊
 

9

A
石
計
係
よ
り

（
ま
）

会
計
報
告
を
今
回
休
み
ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
大
変
厳
し
い
財
政
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
夏
期
カ
ン
パ

の
お
願
い
時
期
を
逸
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
ひ
び
い
て
い
ま
す
。

＊
 

引
き
続
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
カ
ン

パ
を
お
待
ち
し
て
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

消
費
税
も

し
た
手
続
き
と
内
実
へ
の
納
得
が
あ
れ
ば
喜
ん
で

五
％
払
う
。
と
こ
ろ
が
、
看
板
の
ナ
カ
ミ
は
闇
に
か

か
っ
て
い
る
し
、
第
一
わ
し
ら
納
税
者
の
「
合
意
」

が
い
つ
あ
っ
た
の
だ
あ
！
こ
の
さ
い
怪
人
ザ
・
シ
ー

ク
選
手
に
出
動
を
要
請
す
る
し
か
な
い
。

●
事
務
所
へ
の
坂
道
に
み
ず
ひ
き
草
が
小
さ
な
花
を

つ
け
た
昨
日
、
友
だ
ち
が
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
界
の

超
新
星
」
と
し
て
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
た
彼
の
人
生
を
秋
の

夜

長

に

辿

っ

て

み

よ

う

。

（

や

）

＊
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